
ミュージアムのネットワークを考える 
東京・港区「みなとミュージアムズ」の事例から 

 

 

「ミュゼ」編集長 山下治子 

せとうち美術館サミット 2011/10/22 



ミュージアムを「自分化」するための
博物館・美術館ジャーナル 

創刊 1994年 

 

すてきなミュージアムショップ
やグッズをもっと流行らせた
い！が始まり 

利用者の視点を大切に 

 



ミュージアムの活動や考えられていること 





そんなことから、 

 

地元・東京都港区の 

港区立港郷土資料館の 

リニューアル基本計画など 

 

地域振興課文化恊働係 

に関わる 

 

ミュージアムネットワーク 



東京都港区について 

 

平成7年11月 15万人以下になる 

平成21年5月には20万人台を回復 

外国人 

平成22年1月1日現在21,826人が登
録 

東京23区中、4番目に外国人登録者
数の多い区 



港区のミュージアム  

「みなとミュージアムズ スタンプラリーパスポート」より 



「みなとミュージアムズ ミュージアムマップ」より 



「みなとミュージアムズ ミュージアムマップ」より 



テキスト 

港区ミュージアムネットワーク 

２つの流れから１つに。 
 

平成17年９月 港区新郷土資料館基本構想検討委員会『港区新郷土資料館第 

       ２次基本構想報告書』 
  (4)情報交換・交流機能に関わる事業 

 「港区内にある多くのミュージアムなど文化施設とのネットワークをはかり、その拠点となります」 

 

平成18年度 郷土資料館と交流のある区内博物館・美術館等と個別に設立へ 

      向けての意見交換     

      ６月「港区文化芸術振興条例」を施行  

平成19年度  準備 

      地域振興課「港区文化ネットワーク」事業計画を開始！ 

       美術館側から組織の一本化を求める声 

      文化財係では当初予定の設立日程を延期 地域振興課と協議 

 

平成20年７月 地域振興課と図書・文化財課に 

       「港区ミュージアムネットワーク」を２課の連携事業 

      これを母体として地域振興課による各種事業も実施する 

 

 



 事業内容 

① 情報交換 

  例：定例会の開催 

② 情報発信 

例：港区ミュージアムネットワークホームページの開設 

 「港区ミュージアムネットワーク」情報誌の発行 

 

③ 学芸員の交流 

 

④ 共同・連携事業の企画立案、実施 

 地域振興課が行なう「みなとミュージアムズ」事業 

 高齢者支援課が行う「みなとほほえみ月間」と連携 

「港区教育推進月間」にあわせ、児童・生徒が楽しく学び、体験する事業を計画・
実施します。 

 

 ⑤ 学校等への講師派遣  

 （模索中。しかし、地域振興課が「出前ミュージアム」を企画実施する） 
  









「親子ミュージアムめぐりバスツアー」より 



港区にあるミュージアムにもっと親しみ、 

ミュージアムを資源にした新しいコミュニケーションの創出 

 「みなとミュージアムづかい」を提案し、進める 

 

 

   
  

 

 

 

 

 

 

 



ミュージアムにもっと親しみ、 

ミュージアムを資源にした新しいコミュニケーションの創出 

 

   

    

   ミュージアムネットワーク 
 

 

    

   内なる磨き       利用者にとって 
    

 

 「ミュージアムづかい」を提案し、進める 
 

 

 



ご清聴、ありがとうございました。 


